














目的:乳幼児期における原因不明の脳症の中、ライ症候群は各種の呼吸器系のウイルスとの

関係、特にインフルエンザ B感染との関係が疫学的にも示唆されている。(1-4)インフルエ

ンザ Bウイルスをマウスに脳内接種することにより・けいれんと脂肪肝、ミトコンドリア

の変化を併なうライ様症候群を呈する実験動物モデルを先に発表した。(5,6)(別刷参照) 

この実験モデルではインフルエンザ Bは脳細胞では増殖せず、脳膜上皮にのみウイルス抗

原が発現された。本年度は、このインフルエンザ Bの脳内での増殖様式を人脳培養細胞を

用いて研究を行なった。 


